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裁判員等経験者の意見交換会議事録 

 

１ 開催日時 平成２６年７月９日（水） 

       午後２時３０分から午後４時３０分 

２ 開催場所 鳥取地方裁判所大会議室 

３ 出 席 者 鳥取地方裁判所 所長      井 口   修（司会） 

       同        裁判官     野 口 卓 志 

       鳥取地方検察庁 検察官     武 藤 雅 勝 

       鳥取県弁護士会 弁護士     中 﨑 雄 一 

                裁判員等経験者 ①（裁判員，男性） 

                同       ②（裁判員，女性） 

                同       ③（裁判員，女性） 

                同       ④（裁判員，女性） 

４ 議事内容 

【自己紹介】 

○司会者 

 本日は，裁判員経験者の皆様との意見交換会を企画いたしましたところ，お忙し

い中，４名の裁判員経験者の方にお集まりいただきました。私は司会を務めさせて

いただきます井口でございます。 

 今後の裁判員裁判をよりよいものにしていくために，是非，建設的な御意見を伺

いたいと思います。 

 本日は皆さんから御質問が出るかもしれないということで，御質問に答えていた

だけるように検察官，弁護士，それから裁判官の方々，お一人ずつ出席していただ

いております。まず最初に自己紹介をそれぞれの方にしていただきたいと思います。 

○武藤検察官 

 鳥取地方検察庁の三席検事の武藤と申します。よろしくお願いします。 
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 私，今回の対象の３事件のうち二つの事件の公判に立ち会いました。本日は意見

交換会を通じて皆さんから貴重な御意見を伺って，今後の執務に生かしてまいりた

いと思っております。どうぞよろしくお願いします。 

○中﨑弁護士 

 弁護士の中﨑と申します。本日はお忙しい中，意見交換会に御参加いただきまし

てありがとうございます。 

 裁判員裁判が始まりまして６年目に入りまして，鳥取地裁でも多くの裁判員裁判

が行われています。鳥取の弁護士も多数の弁護士が裁判員裁判の経験をしているん

ですけれども，平成２５年中に全国で行われた裁判員裁判において，裁判員あるい

は補充裁判員を経験された方々のアンケート結果を拝見いたしますと，検察官が法

廷でやってることが分かりやすいと回答していただいた方に比べて，弁護士がやっ

ていることが分かりやすいと回答していただいた方のほうが少ないというような結

果になっていました。このような御意見を真摯に受け止めて，弁護士としても改善

すべく努力していきたいと考えております。 

 本日は裁判員を経験された方々から直接御意見，御感想をいただけるという貴重

な機会をいただきましたので，忌憚のない御意見をいただいて今後の弁護活動に生

かしていきたいと思っておりますので，よろしくお願いいたします。 

○野口裁判官 

 野口です。皆さん，お久しぶりです。 

 皆さん方と一緒に事件を審理，評議して判決まで行わせていただいて，本当に貴

重な経験をさせていただいたと思っております。特に，判決の後，皆さん方とはお

会いしていなかったわけですけども，その後どうされてるのかなというのが非常に

私としても気になっておりましたので，判決の後のことも含めて，今日，お話をい

ただければありがたいと思います。 

 私はおりますけど，遠慮なく，今後の運用に生かしていきたいので厳しい意見も

どんどんおっしゃっていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 
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○裁判員等経験者① 

 強盗殺人の事件を担当した者です。割と難しい事件だったので，その後のことが

非常に気になって高裁にまで見に行きました。そういう関係で，もしよければです

けれども，裁判員を務めた後に，その後の報告なり，控訴された場合の高裁の期日

とかを教えてほしいと思います。私はそれを知り合いのある記者から聞いたんです。

それは，ちょっとショックだったので，その辺を改善してほしいなと思っておりま

す。あとは，いい経験をさせてもらったと今でも思っております。 

○裁判員等経験者② 

 私が担当しましたのは殺人未遂ということでした。被告人の方も特に争うことは

なかったので，非常に，多分難しくないほうの範ちゅうであったのではないかなと

いうふうには感じています。やはり，こういう経験をさせていただいたことで，い

ろいろ気になって，ほかの裁判員裁判というのを見ていると，ほかの裁判は随分と

難しいんだろうなとか，時間も随分掛かっていたりということで，かなりの負担を

皆さん経験しておられるんだろうなとは思うんですけれども，私の場合は比較的，

予想していたよりは多分負担は少なく，日数も少なくて済みました。 

 そういう意味では余りきついなとは思いませんでしたけれども，何しろ裁判員と

いうものが制度として出来上がって，自分もなる確率はあるんだっていう知識はあ

るんですが，まさか来ないだろうっていうのが正直なところで，来たときには本当

にびっくりというところで，周りの方にお話ししたときにも，えっ，まさかと。 

 ですから，意識の中に誰でもなるものだというのがなかったんだなというのがあ

りまして，私なんかは子どもがやっと高校生になったばかりなもんですから，この

子があと数年したら，もしかしたら呼ばれるかもしれない，でも，この子は一体裁

判員というものについて何を知っているんだろう，学校ではそういうことはどの程

度習うんだろう，結構，三権のうちの行政だとか立法だとか，それと選挙に関わっ

たりとかっていうことで割と意識はできるんですけども，司法っていうのは自分の

中では一生関わることがないぐらいに思っていたものが，ある日，突然やってくる
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という，やはり，これからどんどんそういう経験をいっぱいする人が増えてくると

思うと，どこかできちんと子どもたちに伝えていかなきゃいけないんだろうなって

いうふうに思って，今日こうやって参加させていただいたのも，子どもたちとか，

ほかに伝えることができればいいんじゃないかなと思って参加させていただいたん

ですけれども，やはり，みんなの意識の中に裁判員裁判の裁判員というのが，もし

かしたら，ある日，突然来るよっていうことをやっぱり頭の中に入れていただける

ようにしなきゃいけないと，そういうふうに感じてはいます。 

○裁判員等経験者③ 

 担当した事件は放火未遂でした。一昨年の１１月に最高裁判所から裁判員候補者

になりましたということで大きな封筒が来て，昨年末までの任期の予定だったので，

何事もなく，裁判に呼ばれることもなく無事に１年が終わるものだと思っていたら，

１２月に入ってから，１月の公判ということで呼ばれて，本当に正直びっくりしま

した。前の日に眠れなかったりとか，そういうこともいろいろあって，その日が近

づくにつれて，やっぱり怖さとか不安とかっていうこともあって，結構精神的にと

いうかメンタル的にはちょっとしんどいなと思ってましたけれども，終わってみれ

ば，いい経験をさせてもらったのかなっていうことは思いますし，名前は知らない

ですけど，皆さんといろんな話ができたっていうことも，いい経験にはなったのか

なっていうことも思いました。 

 裁判が終わってみて，やっぱり冷静に思うのは，あの判決でよかったのかなって

いうことも，話し合った結果なので，それはそれで納得はするんですけど，あの被

告人はどうしてるのかな，ちゃんとやってるのかなっていうことはやっぱり考えた

りはします。 

 以上です。 

○裁判員等経験者④ 

 放火未遂の事件でした。正直，事件が殺人とか，そういうちょっと生々しい写真

を見なくて済んだなっていうところが正直なところです。放火も未遂でしたので，
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全焼とか，そういうひどいような，目を伏せてしまうような事件ではなくてよかっ

たと安心はしましたけれども，判決が出て，現実の世界とか，会社に戻ったとき，

しばらく１か月ぐらいは会社に出勤しているんですけども，これが現実の世界で，

自分が生活しているんだけども，ふわふわしているような，地に足がつかないよう

な感じの１か月を過ごしました。 

 しばらくは夜もなかなか寝つけなくて，お酒を飲んで寝てしまったりだとか，そ

ういうこともして，被告人は今どうしているんだろうなっていうのとか，一緒にし

た裁判員の方がちょうど同じ方面にたくさんおられたので，会って話がしたいなっ

ていうふうな気持ちがあって，その詳しい内容を身近な人にしゃべっちゃいけない

ということもあったので，こういうふうな経緯で，こういうふうな判決が出たんだ

よっていうことも言えなくて，自分の中でなかなか消化し切れなかった１か月でし

た。 

 それで，ここに来た理由が，最近ニュースで裁判員裁判で検察が提示した量刑よ

り重く出た判決があって，その後，ニュースで裁判員が決定した量刑に対して重過

ぎるから，もう一度話し合うんですみたいなニュースがあって，ええっという率直

な思いでした。あんなに話し合って量刑を出したのに，検察より重い量刑が出たら

覆されることってあるんだというふうな思いがあったので，裁判員裁判って何だろ

うなっていうふうな率直な思いでした。 

 自分ではそんなに殺人とか，そういう事件じゃなくて苦しんではないと思ってた

んですけど，終わってみたら，結構，自分の中で，こんなに悩んだことがなかった

ので，ほかの殺人とか，そういう事件に当たった人は，もっと苦しいんだろうなっ

ていうふうに思ったので，その中で出した判決が重かった，そういうふうなことに

なってしまうのかっていうのも，率直に残念と思ってしまって，今後，そういうこ

とになると，裁判員になる人っているんだろうかって思ったんで，ここに来ました。 

【選任されるまで】 

○司会者 



－6－ 

 どうもありがとうございました。 

 いろんなお話が出まして，それぞれ意見交換をしていきたいと思うんですけど，

一つは裁判が終わった後のフォローのことがお話にありました。これも大事な点だ

と思いますので，それぞれ皆さんがどういうフォローを求めていらっしゃるのか，

どんなことが必要だと思っていらっしゃるか，その辺もお話ししていきたいと思い

ます。 

 それから，まさか自分が選ばれないだろうと思ったとか，そういったお話も出て

いましたので，選ばれるまでのことですね，このあたりもちょっとお伺いしていき

たいと思ってます。 

 それから，話ができてよかったとか，判決がよかったかどうかいろいろ悩んだと，

そういうお話も出てきましたけども，それは恐らくどういう心理だったかとか，ど

ういう評議をしたかというあたりが実際には問題になるんだろうと思いますね。そ

の辺も是非御意見を伺いたいと思います。 

 今からは言いにくいところもあるかもしれませんけれども，取りあえずは順番で，

まず選ばれるまでのことあたりぐらいから伺いましょうかね。大体びっくりされた

というのは，そのとおりだと思うんですけども，特に１年ぐらいたってから突然来

たというのは本当に驚かれましたね。 

○裁判員等経験者③ 

 最高裁判所というところから来たので何事だろうと思いながら封を切って，そし

たら選ばれましたという話で，断る理由もなかったので，そのまま取りあえずほっ

ておいたら，事件が年末まで，本当に裁判がなくて，呼ばれるようなことがなくて，

無事そのまま，選ばれたけど，それで終わるのかなと思ったら突然に来たので。 

○司会者 

 その段階で，御自分ではどういう立場になったかっていうのは，送られてきた書

面なんかで大体お分かりになりましたか。 

○裁判員等経験者③ 
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 最初の最高裁判所からの資料で，いろいろと入ってたので，ある程度の知識はそ

こで，そういうものだというものは読んだつもりですけど，でも，その最初の選ば

れましたが来てから裁判に呼ばれるまでっていうのは随分，１年ぐらい日があった

んで。 

○司会者 

 恐らく③番の方だと，２４年１２月ぐらいですよね。そのときの書面を御覧にな

ると，２６年３月ぐらいまでは当たる可能性があるというようなことは分かりまし

たでしょうか。 

○裁判員等経験者③ 

 年末まで。 

○司会者 

 仕事をするのがね。年末までに選ばれると結局，実際仕事をするのは３月ぐらい

になるかもしれないということですかね。その辺は，１年間は覚悟しておこうって

いう感じはそうなんですかね。 

○裁判員等経験者③ 

 そうです，はい。 

○裁判員等経験者④ 

 ようやく任期っていうか，選ばれる期間が終わるわって思ってた矢先に，あらっ

て。ああ，そうだ，呼ばれとったっていう。 

○司会者 

 どうですか，選ばれるときっていうのは。 

○裁判員等経験者① 

 私の場合，比較的早かったので，３月ぐらいに来たのかな。１２月に最高裁から

来て，４月かそこらに地方裁判所，選任手続の呼出しが。見たら，いっぱい丸がし

てあるんで，何のことだろうと思って見とって，この中のどれかに行くんだろうな

というような。カレンダーに丸がしてあって，順番に・・・。 
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○司会者 

 それは全部来ていただきたい日ですよね。 

○裁判員等経験者① 

 もう一度，よく読んだら，それ全部行く日なんだけど，この中のどれかに行くん

だろうなっていう感覚で最初見るんで。それで，よく読んでみたら，これ全部出る

んだと思って，大変なことだなと思いながら，私は受けて，最終的に当たらんだろ

うなと。 

○司会者 

 それでも，その次の段階で当たるかどうかっていう話がありますからね。そこは，

やっぱり当たらないだろうという感じですか。 

○裁判員等経験者① 

 いや，だから，私は来たのしか分からないんで，ここに選任で呼ばれたときの人

数を見て，当たらないだろうなと。数が割と多かったんで。 

○司会者 

 ②番の方は，その辺の仕組みは理解して来られましたか，大体。 

○裁判員等経験者② 

 最初にいただいた最高裁からので，そうなんだと。来るぞ，来るぞ。１か月か２

か月ぐらいは来るぞ，来るぞと思ってるんですけど，そのうち忘れちゃうんですね。

私もやっぱり１１月の終わりぐらいに書類が来たので。最初は最高裁から，次から

鳥取の地方裁判所からで，何かやっちゃったかなみたいな感じですよね。あれっ，

よく見たら，ああそうだ，それから大変だということが。 

 でも，どこかで，この中からまた選ぶんだから，まあ選ばれないこともあるんだ

よねと思いながら来てるので，本当に，いよいよ決まってから覚悟を決めたという

か，そういう感じですので。あと，覚悟がなかなか決まらないというと，おかしい

んですけど，どこかで外れるだろう，抽選だからねって思いながら来て，やっぱり

一番最初の最高裁からが間が空いてるので，ほとんど忘れ掛けた頃にぽんと来て，
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あららら，ちょっとっていう感じでした。 

○司会者 

 選任手続においでいただきたいという連絡が来ますよね。そのときに，この事件

では何日間掛かりますという，何日と何日と何日という，その御連絡が行くと思う

んですけども，①番の方はかなり特殊な事件だったので，あれですけど，②番の方，

③番の方，④番の方は，その何日か，裁判をやりますよという連絡が来たときに，

それは全部都合をつけて選任期日に来られましたか。 

○裁判員等経験者② 

 私の場合は仕事が毎日の仕事ではないので，そこにかかる確率があるものは，仕

事先に言って，ここは休むときがあるかもしれませんということを，選任手続が終

わったら，きちんと分かりますが，一応ここは，もしなりましたら休ませてくださ

いということはお話ししました。 

○裁判員等経験者③ 

 私は最高裁判所から選ばれたっていって来たときに，最初の段階で会社に言って，

選ばれましたみたいな感じで本当に軽く言って，裁判で呼ばれたら休みますってい

う話は前もって言ったんですけど，でもそこから何せ１年近く空いたもんですから，

呼出しが来て，裁判かもって言ったときには，ああ忘れとったって言われましたか

ら，いいよ，いいよとは言ってくれましたけど。 

○裁判員等経験者④ 

 同じです。 

○司会者 

 そうですか。その辺の手続で，少しこうやってもらったほうが出やすいとか，そ

ういう御感想は何かありませんか。もともと出にくいものだから。 

○裁判員等経験者① 

 以前に裁判長と話したんですが，選任手続から裁判までが余りにも短過ぎて，あ

れをもうちょっと延ばしてもらわないと，当たるか当たらないか分からん，休みを
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取るのに。選任手続は必ず当たるわけですから，そこで決めるんで，そこから当た

りましたって，３日，４日で裁判しましょうと言われましても。 

○司会者 

 そうですね。特に①番の方は日にちが長いですからね。その辺は恐らく②番，③

番，④番の方とはちょっと事情が違うと思うんですよね。②番，③番，④番の方は

何日ぐらいでしたっけ，裁判。 

○裁判員等経験者③ 

 ５日間。 

○裁判員等経験者④ 

 ５日間でしたけど，選任の手続から始まって・・・。 

○司会者 

 ②番の方は。 

○裁判員等経験者② 

 ３日間です。 

○司会者 

 ３日間ですね。３日間ぐらいだと，当たらないかもしれないけど，一応スケジュ

ールを立てて来られる方って結構いらっしゃると思うんですけど，５日間って結構

きつくないですか。そうか。次の日から連続だったんですね。 

○裁判員等経験者④ 

 準備が，当たるか当たらないか分からない・・・。 

○司会者 

 そこを伺いたかったんですよ。そのときに，選任期日，来られるときに，もう５

日分のスケジュールをきちんと，当たるという前提で。 

○裁判員等経験者④ 

 前提でお休みをいただきました。 

○司会者 
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 そういうときは当たらなかったら，どうなるんですかね。 

○裁判員等経験者④ 

 当たりませんでしたって言って，普通に出勤していると思います。 

○司会者 

 ローテーションを変えてもらったりなんかしたりすると，結構ややこしいんでし

ょうね。 

○裁判員等経験者④ 

 ちょうど，そういう形態の会社じゃなかったので。 

○司会者 

 そうすると，一つの御意見としては，選任の期日から実際に裁判が始まるまでの

間は少し余裕を持ったほうがいいということですかね。 

○裁判員等経験者① 

 少しじゃなくて大分。 

○司会者 

 具体的にはどのくらいあったらいいんでしょうかね。 

○裁判員等経験者① 

 どうですかね。その日数にもよると思うんです。多分，私たちがやった事件ぐら

いだったら，極端なことを言えば半月とか１か月とか。そうしないと，あとのスケ

ジュールが全然。 

○司会者 

 ３日とか５日ぐらいの裁判だと，お仕事の内容によっても恐らく違うと思うんで

すけどね。ごめんなさい。お仕事を持ってるという前提で伺ってるんですが，それ

でよろしいんですか。お仕事してらっしゃる。どのぐらい期間があったらいいです

かね。 

○裁判員等経験者② 

 私はそういう仕事ではないので文句は言えないですけど，ほかの方と何か行事を
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組むときなどは，例えばローテーションで，看護師さんとか，そういう方なんかは

１か月前に言ってもらわなければ無理ですよね。きちんと組まれてしまって，何か

行事を入れようとしたときに，１か月前じゃないと，ちょっと苦しいかも分からな

いから，そういう話になります。 

 結構，その辺はきちんと言われた日にちに出られる人って，やっぱり限られてく

るのかなと思います。 

○裁判員等経験者④ 

 ローテーション勤務じゃないんですけど，ちょうど日にちがよかったんです，私

の場合。あと数日ずれてましたら，そのローテーションの勤務に入るところでした

ので，参加できなかったです。 

○司会者 

 なるほどね。いろんな方がおられまして，どうせやるんだったら，なるべく拘束

時間が短いほうがいいっていう方も中にはいらっしゃって，選任期日のその日から

裁判をやるっていう事件もないわけじゃないんですよね。 

 だから，本当にいろんな方の希望を考えてやるっていうのは，なかなか難しいで

すけども，態勢としては少し期日を置いたほうがいいんですかね。なるべく，鳥取

は・・・。 

○野口裁判官 

 ちょっと今回，翌日というのは，やむを得ないいろんな事情があって翌日になり

ましたけども，普通はなるべく最低１日は空けるようには今心掛けてやっています。

１日は，やっぱり短いですかね。 

○司会者 

 事件ごとに考えていかなければいけないところだと思うんですが，そのほか何か，

選任の手続とか，最初の最高裁判所からの連絡とか，あの辺で，もう少し何とかし

てくれないかとか，ありませんか，御意見は。 

 最初に最高裁から来る資料の中にＤＶＤが入ってるかと思いますが，あれは御覧
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になりましたか。見てらっしゃらない。 

○裁判員等経験者④ 

 見た，見た。 

○司会者 

 御覧になりましたか。 

○裁判員等経験者② 

 文書だけで。 

○司会者 

 文書だけ。御覧になりましたか。 

○裁判員等経験者③ 

 いや，見てない。 

○司会者 

 ４人いらして１人しか見てない。どうですか，ＤＶＤを御覧になって。あんなも

の見てもしょうがなかったですか。 

○裁判員等経験者④ 

 いや，いや。見てよかったです。参考になって，呼出しの前の日にも，もう一回，

見ました。ああ，そうだ，そうだ。こういうことだったと思い出して。 

○司会者 

 今度当たったときは是非御覧になってください。 

○裁判員等経験者② 

 ＤＶＤとか，ああいうのっていうのは，そこに座ってきちっと見てないと。 

○司会者 

 時間がね。 

○裁判員等経験者② 

 文書で来た分も，何か仕事とかの合間合間に見ながら，見返しながらっていう形

でいましたので，わざわざセットして座ってっていう，そういう見方ができなかっ
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たと。今度，改めて見てみます。 

○司会者 

 よろしくお願いします。あれは秘密でも何でもありませんから，周囲の方にどん

どん配って見ていただいて差し支えありません。 

 そのほか何か，選任関係で気になったこととか，裁判所の説明も含めて。特によ

ろしいですか。私は，あるところで聞いたのは，呼出状ですか，あれが無礼だって

いう御意見があったんですが，余り，そんな印象はないですか。 

 なければ結構です。 

 いま一つ，裁判所は６年目に入って，ちょっと考えてることとしては，やはり国

民の皆さんに気持ちよく参加していただくために，入り口をどうするかっていうの

を少し，改善できるところはないかということで皆さんにいろいろ御意見を伺おう

と思ってるんですけれども，不安はあるけれども，そんなに嫌だという感じはしな

いということでいいんでしょうかね。 

 皆さん，来ていただいた方だから，大体。 

○裁判員等経験者④ 

 駄目だとは思うんですけど，その呼出状のところに，こういう事件って書いて，

でもそうすると足が向かなくなるかな。 

○司会者 

 御意見としては伺っておきましょうか。 

 事件によっては，こういう事件だと足が向くこともあるかもしれない。そこに殺

人事件と書いてあったら。 

○裁判員等経験者④ 

 殺人事件と書かれたら，ああ，ちょっとって。 

○裁判員等経験者③ 

 ちょっと断ろうと思いますよね。 

○裁判員等経験者④ 
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 その後で断ろうって，あの手，この手を。 

○裁判員等経験者③ 

 でも，駄目ですよね。 

○司会者 

 駄目でしょうね，きっとね，それはね。 

○裁判員等経験者① 

 守秘義務がよく分からなくて，守秘義務が余りにも大きくなり過ぎて，特に経験

した者としては，さほど守秘義務はないと思うんですけど，やられたことのない人

は守秘義務はものすごい守秘義務だと。 

○司会者 

 それは最初に最高裁から御連絡が行ったときの，その中に守秘義務のことは結構

厳しく書いてありますか。 

○裁判員等経験者③ 

 罰せられるって。 

○司会者 

 あそこはいろいろ書いてあるでしょう。勝手に理由もなく来ないと罰せられます

とかね。ああいうのは違和感はないですか。 

○裁判員等経験者① 

 違和感というか，ああ，罰せられるんだと。 

○裁判員等経験者③ 

 怖いという，怖さはありましたね。 

○裁判員等経験者② 

 行かなきゃいけないものだっていう感じですね。 

○裁判員等経験者① 

 最初は断ろうと思ってましたけどね。断ったら罰せられると思ったら，まあ行く

かなと思って。 
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○裁判員等経験者② 

 断れる理由を一生懸命探しましたね。 

○裁判員等経験者① 

 そう，そう，そう。仕事って言っても・・・。 

○裁判員等経験者② 

 該当しないって。 

○裁判員等経験者④ 

 ああ，ないなあって。 

○裁判員等経験者① 

 駄目って。 

○司会者 

 それは，かなり真剣に断る理由をお探しになるんですか。 

○裁判員等経験者③ 

 探しました。 

○裁判員等経験者② 

 事件の内容が分からないので，とんでもなく時間も掛かってすごく負担の掛かり

そうなものだったら，やっぱりちょっと困るなっていうのが気持ちの中にあって，

例えば，私の場合ですと，実は今年の３月頃に受験があったんですけど，その頃に

すごい事件の担当になって，自分自身，気持ちを落ち着けるのに精一杯の状況で，

息子の受験とかいうと，多分落ち着いてできなかっただろうなと，そういうふうに

思ったりしますので，内容によっては断りたいなって思うことがあるかと。 

 ただ，今回は，それほどでもなく，日にちもそうではなかったので，お受けして

いいなっていう形でしたので，内容によっては，ちょっとこれは無理って思うこと

があるんじゃないかと。 

○司会者 

 最初に最高裁から連絡が来たときに，候補者になりましたという連絡が来たとき
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に，断れる理由っていうのは大体分かりましたか，あれで，見て。いろんなことに

該当すると断れると。それから，ある一定の期間だけ選んで，ここは忙しいから駄

目ということも申告できると，そういうシステムというか，それは理解していただ

けたんですかね。 

 後でも，また気が付かれてからでも結構ですから，その辺の入り口の関係で何か，

私たちで改めることができるようなものがあれば是非，御意見をいただきたいと思

います。 

【審理について】 

○司会者 

 では，少し中身のほうに入っていきますけれども，いい経験をさせてもらったと

いうお話もありましたし，裁判員の方同士で話ができてよかったというお話もあり

ました。判決がよかったかどうか悩まれたというお話も出たかと思うんですけれど

も，それは結局，どんな審理をやってたかとか，どういう評議をしたかっていうこ

とにつながってくるかと思うんですけども，実際に仕事をされてみて，ここはどう

だったというようなことは，もしあれば具体的にお話をしていただきたいんですが。 

○裁判員等経験者④ 

 事件の経緯とかが，検察の方がすごくカラーを使われてたり，図を使われてて，

イメージしやすかったですね。たまたまでしょうけど，弁護士さんのほうは文章で

たらたら書かれてて，弁護をされてるんだよなというふうな気持ちで聞いてたんで

すけど，途中でごちゃごちゃしてきました。 

○裁判員等経験者② 

 検察の方は，やっぱり状況を説明されたり，実際にやってみせた写真であったり

とかで，状況をきちんと説明されるのでよく分かる。ただ，弁護される方のほうは，

そのときの心理状態とか，多分図に表しにくいものだったんでしょうけれども，そ

れにしても文章でずっと，要は作文なんですね。なので，ある意味，分かりづらい

と。多分，一生懸命，罪を軽くするためのいろいろな案を書いておられるんだろう。 
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○司会者 

 今お話をいただいてるのは，手続の中の最初の段階のところですね。冒頭陳述と

言われる部分の話ですね。 

 ちなみに，①番の方は事件が大分特殊だったと思うんですけど，冒頭陳述の部分

について御感想はありますか。 

○裁判員等経験者① 

 私の感想としては，裁判官からも聞いてるんだけど，検察が全部最初にそういう

のを作って，検察が証拠を全部そろえなくちゃいけないっていうことだったんで，

それは多分，検察はそれなりにしっかりそろえてくるんで，弁護士さんのほうは，

やっぱり被告人の話を聞いて，被告人の話に伴って書類とか，そういう弁護をして

くるので，やっぱりどうしても検察側のほうは理路整然としてくるような気がする

んです。最初から，こういう形ですよと持ってくるのは。 

 被告人の話が本当かうそか分からない状況でも，弁護士さんは信じなくちゃいけ

ない。それで弁護しなくちゃいけないのでっていうのを，後で私も考えたんですけ

ど，最初の頃は，弁護士さんの話，何か分かりにくいなと。これはつじつまが合わ

んのじゃないかなっていうのがあったんですけど，後でなんですけど，後で，被告

人が言うから弁護士さんは，それに伴ったことを言わなくちゃいけないんだなって

いうのを考えながら，そうするとやっぱり検察側がもうちょっとしっかりした証拠

を出してこなくちゃいけないんじゃないかなっていうのが最終的に私が考えたこと

ですね。 

 後々，検察側が覆される情報を持ってきても駄目なんじゃないかなっていうのを，

ずっと考えながら，終わった後に，最後のことまで思いながら，ずっと考えてまし

た。 

○司会者 

 今のお話は，冒頭陳述っていう最初の主張の段階のこととして伺ってるんですけ

れども，その主張自体が分かりにくいんでしょうか。弁護側の主張というのは。 
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 その主張は分かるけども，中身が余り納得できないとか，そういう・・・。 

○裁判員等経験者② 

 表現がどうしても抽象的になりやすいんですよね。検察側のものは可視化しやす

くて，図に表したりとかされるので整理がつけやすいんですけれども，弁護側の方

が言われる内容というのは，感情的なものだったり，図に表して説明しにくいもの

であるんだろうなという予測はできるんですけれども。 

○司会者 

 例えば，なぜ被告人がその犯行に及ぶのか，被害者の方に対してはどんな思いだ

ったのかっていうあたりは。 

○裁判員等経験者② 

 そうですね。その辺をせめて，相関図ではないですけれども，こういった思いが

あって，ここに至ったっていう，そこに至るまでのところ，文章ではなくて，もう

少し何か分かりやすい表現方法はないかなというのはちょっと思いました。 

○司会者 

 なるほどね。②番の方がされた事件というのは，そういう動機が問題になる事件

だったわけですね。被害者と被告人の関係，ずっと経緯があって。 

 それは，③番，④番の方の事件もやはり，被害者というか，放火の相手と放火し

た人との人間関係が問題になる事件なんですかね。 

○裁判員等経験者③ 

 私たちの事件は身内の中の事件だったので，余計に感情論が難しかったというこ

ともあって。 

○司会者 

 そういう観点で，お伺いしたいのは，確かに図面があって色刷りで色分けしてて

分かりやすいというのはよく分かるんですけども，そもそも文章で書いてあると分

かりにくいものなんですか。 

○裁判員等経験者④ 
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 現場の写真がこうなっていたっていうふうに，被害状況がこういうふうな被害に

遭われてた。弁護士の方は，それについて，被告人はこういうふうな対処をとった

っていう文章だけで，実際にそういう対応をとった証拠の写真はなかったので，被

告人が言われたのみでの話なので，それが事実かどうかっていうのも推測の域での

話をしてたんですよ。一斗缶の向きが上だの下だのっていう話をしてたんで。 

○司会者 

 そこで，私がお聞きしたいのは，その主張が本当かどうかの問題であって，主張

自体は理解していただいてるのかなっていう気がするんですが。 

○裁判員等経験者④ 

 理解はしてましたけど，病気もあったので，それについての知識がないと，その

症状があるから，こういう行動に出るのですっていう因果関係が素人にはちょっと

分からなかったです。 

○司会者 

 その辺はかなり複雑な事件をされた①番の方は，どんな印象をお持ちですか。 

○裁判員等経験者① 

 検察は，やっぱり防犯カメラだとか，ああいうもので時系列的にちゃんと並べて

きてくれると。だからものすごく分かりやすい。弁護側のほうは，それに対する話

を持ってくるので，どうしても後づけみたいな形に印象を持ってしまうので，検察

はこう言ってるけど，弁護側はこう言ってる，それは違うんじゃないのというよう

な比較にしかならない。 

○司会者 

 比較できるっていうことは，主張自体は一応理解できるわけですよね。 

○裁判員等経験者① 

 理解できますけど，比較が余りにも，検察のほうは整然としてるんで，何となく

素人の意見からすると不利な感じがする。 

○司会者 
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 なるほどね。冒頭陳述，それぞれ簡単な書面をお出しになって，それを見ながら

冒頭陳述を聞く，そういう在り方ですよね。そのときに，やはり色刷りで図が描い

てあって，四角で囲って矢印がついてというような，そういう書面を見ながらのほ

うが分かりやすいという御意見なんですかね。 

 やっぱり，そういうものなんですかね。検察庁は，その辺，どう考えてらっしゃ

いますか。 

○武藤検察官 

 たくさんの御意見をいただいてありがとうございます。検察庁は必ずしも図面と

かがあったから分かりやすいっていうよりは，私自身で思うのは，情報の取捨選択

だと思っていました。 

 検察庁内部では，担当が書面を作り，ひとりよがりにならないように実際実演し

ていろんな人に見てもらいます。全然知らないような職員にも聞いてもらって，そ

れでここは分かりにくい，ここはちょっと図面がどうかとか，そういう意見をいろ

いろもらって改善を重ねて，何回も事件によってはやって練り上げていきます。 

 その中で一つ考えているのは，やっぱり冒頭陳述は罪状認否があった後の最初の

手続になるので，最初の情報といいますか，余りにも膨大な情報，多彩な情報まで

入れてしまうと逆に分かりにくくなるという傾向があって，検察官が事案の核心と

いうか流れというか，それを端的に分かっていただくよう，練り上げていきます。 

 ①の方の事件は別にして，一般的な事件だと，そういう形で工夫しております。 

 図面は，放火事件だと，ちょっとした建物の図面だったり，殺人未遂だと，ちょ

っとした車の図面とかを入れさせてもらったんですけど，例えば殺人未遂の事件だ

と，車から離れても暴行があったんですが，どれぐらい離れたかってイメージしに

くいですよね。そういうところに，ちょこっと図面を入れて理解の手助けをしたり

とか，そういう形で工夫をしております。 

 以上です。 

○司会者 
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 そういう，要するにパネルみたいなやつですね，テレビのニュースショーみたい

なのでやるパネルを使って説明するというようなイメージですよね，何となく。そ

れが本当にいいことなのかどうかっていうのは，いろいろ考え方があると思うんで

すが，検察庁も結構労力をかけておつくりになってるんじゃないかと思うんですよ

ね。 

○武藤検察官 

 冒頭陳述のは。もちろん，主張ですけど，時間は掛けています。 

○司会者 

 本当は，おっしゃったとおり，論理というか，情報の取捨選択，それを論理的に

説明するという，そこが一番大事なんですよね。 

○武藤検察官 

 そうですね。盛り込む情報は一番です。あとはビジュアルによる見せ方。 

 ただ，やはり，お話があったんですけど，普通に文字で書いていくと頭に入らな

いところが，図面と一緒にぱっと出されると，見た目っていうのは非常に重要では

ないかなと，私自身は思っております。 

○司会者 

 なるほどね。なかなか，そこは弁護士さんはつらいですよね。人手もないし，時

間もないし，つくっていくのは。 

○中﨑弁護士 

 そうですね。やはり冒頭陳述，一番初めに，弁護側から見た事件はこういう事件

ですよっていうのを説明させていただく機会ですので，やはり分かりやすく，事件

像であるとか，争点をイメージできるようにしなければならないなというふうには

考えてはいるんですけれども，先ほど武藤検察官がおっしゃられたように，文字だ

けでなくて，あと視覚的な補助があったほうが分かりやすいということは当然理解

はできますので，今後，なかなか視覚化しづらい部分もあるとは思うんですけれど

も，分かりやすいように改善していくように努力したいというふうには考えており
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ます。 

○司会者 

 それでは，証拠調べといいますか審理をやって御覧になって，一つ生々しい写真

を見なくて済んでよかったという御意見もありましたけども，やっぱり出ると嫌で

すか，そこは。 

○裁判員等経験者③ 

 それこそ，ずっと話が出てますけど，どんな事件か事件の内容が分からないので，

選任手続に来て初めて，私たちの場合は放火未遂っていうことだったので，よかっ

た，よかった。テレビドラマとかサスペンスドラマみたいなイメージがどうしても

あるので，やっぱりそういうのを見たくないっていうか，断る理由がないから，こ

こへ来たのに，そんなん見たら嫌だなっていうのが，やっぱりトラウマとして残る

のも嫌だし，そういう怖さはありました。 

 見なくて済んだ，その事件の重さがどうこうではないですけど，殺人でなくてよ

かったねっていう話は，私たちは言ってましたね。 

○司会者 

 ②番の方は罪名に殺人という名前が入ってるけど，結局，未遂だから，そういう

生々しい写真というのはなかったんですね。 

○裁判員等経験者② 

 それは首を絞めたっていう，例えば血が出てたりとか，それから傷口だとかって

いうものがなく，あざのようなものでしたので，比較的冷静に，打ち身をしたら，

あざもふだんは見ますので，そういう意味では冷静に見れた。 

 例えば，これが本当に血がたくさん出てるその部分に向かい合って，本当に御遺

体の写真を見るということがもしあったとしたら，ふだん経験しないことですので，

多分ショックは大きかったとは思います。 

○司会者 

 なるほどね。さて，①番の方ですけど。 
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○裁判員等経験者① 

 私は溺死ですね。見たんですけど，ふだんテレビとかで見て，もっとすごいもの

を見てるつもりだったんですけど，配慮かどうか知りませんけど白黒だったんで，

カラーでなかったんで，さほどではなかったんですけど，やっぱり生々しさは全然

違うんで，さすがにちょっと本物の遺体は生々しいかなとは思って見てみたんです

けど。 

○司会者 

 もちろん，裁判員の方としては選択の余地はないというか，証拠として採用され

て取り調べた以上，遺体の写真を御覧になったと思うんですけど，見る必要はあっ

たと思われますか，そこは。 

○裁判員等経験者① 

 見る必要があるかと言われれば，多分見る必要はあると思うんですけど，無理強

いはしないほうがいいと思います。 

○司会者 

 それはどういうことですかね，見る必要があるっていうのは。 

○裁判員等経験者① 

 御遺体の写真も証拠になっている以上は，証拠は全部やっぱり見なくてはいけな

いと思います。 

○司会者 

 それは証拠となってるから，そうなんですけど，そもそも証拠として，そんなの

が必要だったかどうかっていうのは，どうですか。 

○裁判員等経験者① 

 そういうことで言わせてもらえれば，御遺体まで見るなんていう必要はさほど感

じません。その現場写真とか，ここに血がついてましたとかっていうのだったら分

からないでもないし，こんなひどいことをされましたよっていう量刑判断で見せる

んだったら，それもありなのかなとは思いますけど，量刑は，どんどんそうやって
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やられると重くなると思います。悲惨なのを見せれば見せるほど。 

○司会者 

 その写真を御覧になるに当たって，裁判所のほうから何か注意というか，そうい

うのはありましたか。 

○裁判員等経験者① 

 できる限り見てくださいと。ただ，余りにも凝視できないようであれば，目をつ

ぶっても構わないと言われた。 

○司会者 

 ああ，そうですか。 

 そのほか，実際に証拠調べをしていただいて，証人尋問をお聞きになったり，被

告人質問をお聞きになったり，あるいはいろんな調書，書類を取り調べたりしてら

っしゃると思うんですけども，そのやり方について何か御感想はありませんか。 

 証人は大体お聞きになってるのかな。①番の方以外は証人っていらしたのかな。

たしか，放火の事件は証人がいましたね。どなたか，覚えてらっしゃらないでしょ

うか。 

○裁判員等経験者③ 

 現場の警察官とかもですよね。 

○野口裁判官 

 警察官もいましたし，あとお兄さんとお母さんと。 

○司会者 

 それから，こちらの事件は。②番の方・・・。 

○武藤検察官 

 雇主。 

○野口裁判官 

 はい，情状証人がおられました。 

○裁判員等経験者② 
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 被害に遭われた方のお話を聞きたいという思いがありました。対人関係の問題が

あったんじゃないか。だけど，片一方の話だけ。こちらが疑問に思ったことは，被

告人の方に聞くことはできるけれども，相手の方への質問ができないということで，

ちょっともどかしさを感じました。 

○司会者 

 ああ，なるほどね。被害者の方が警察とか検察庁で話した内容の調書，供述調書

って言われる，それは法廷で調べられてますよね。その内容を前提にしても，もう

少し聞きたかったという印象ですか。 

○裁判員等経験者② 

 そうですね。 

○司会者 

 ほかの事件の場合はいかがですか。 

○裁判員等経験者④ 

 被害者の方が証人としてお話をされていたので，被害に遭われても，兄弟だから

っていうような思いとかを聞けたので，被害を受けている方の気持ちは聞くことが

できたので，よかったと思います。 

○司会者 

 なるほどね。①番の方はたくさんお聞きになったと思うんですが。 

○裁判員等経験者① 

 聞きました。 

○司会者 

 むしろ，伺いたいのは，たくさんお聞きになったのとは別に，たくさん調書もお

調べになったと思うんですが。供述調書ですね。朗読されたのをお聞きになったと

思うんですけど，その辺はいかがでしたか。どういうふうにこなしていったという

か，どうやって理解していかれたということは。 

○裁判員等経験者① 
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 供述調書をどうやって理解したか。それは，裁判長とか裁判官の２人と，あとほ

かの裁判員の方たちと一回一回，評議室に戻っては評議して，その一回一回・・・。 

○司会者 

 こういう内容だったですねということを確認していくわけですね。 

○裁判員等経験者① 

 こういう内容でということを確認して，詰めて詰めて詰めていって。 

○野口裁判官 

 そういう時間がなかったら，やっぱりなかなか印象は入ってこなかったですか。 

○裁判員等経験者① 

 なかなか理解，自分の中で納得できる理解はできなかったかもしれませんね。 

○司会者 

 恐らく審理経過を拝見すると，丸一日ずっと調書の朗読が続いたっていう日もあ

ったかと思うんですけれども。それはいかがでしたか。 

○裁判員等経験者① 

 いや，もう，追って聞くだけみたいな。まだ，慣れっていうのもおかしいですけ

ど，初めてのことですし，ずっとそれを目で追いながら。犯罪は，そのときは詐欺

のほうだったんで，何となくそれを追っていって，それを認めてたやつなんで，そ

れで目で追っていって，自分の中で理解したような。 

○司会者 

 その供述調書や捜査報告書を朗読されるのを一日中座って聞いてるっていうのは，

苦痛ではありませんか。 

○裁判員等経験者① 

 苦痛って言われりゃ苦痛ですけど，それこそ初めてのことだったんで，そのとき

は。裁判が始まりますよで，用意ドンが，その二つだったんで，供述調書２日間や

ったんで，緊張感というか，慣れないから一生懸命というか。ずっと一生懸命やっ

ていたのですけど。 
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○司会者 

 ②番の方が実際に被害者のお話を聞きたかったというお話がありましたけど，被

告人質問をされましたよね。 

○裁判員等経験者② 

 はい。 

○司会者 

 そのときには裁判員の方からも質問はされたんですか。皆さんしておられました

か。 

○裁判員等経験者② 

 最初に会議で協議して，こういったことを聞きたいねって，みんなで話をして，

じゃあ質問しましょうねっていうことで質問しました。聞きたいこともあって聞か

せて。 

○司会者 

 ああ，そうですか。放火の事件も。 

○裁判員等経験者③ 

 はい，そうです。 

○司会者 

 証人尋問と被告人質問とね。 

○裁判員等経験者④ 

 何回も今までお酒をやめると言われてる方が，やめると言っては，また飲まれて

いたので，今回はやめるって，それはどこからくるんだろうねって言って。今まで

何回も約束したけど，いつも，その約束を守っていないので，今回はなぜそれが約

束できるでしょうかというところを聞きたいよねって言って質問させていただきま

した。 

○司会者 

 そういう質問は遠慮なくというか，自由にできましたか。 



－29－ 

○裁判員等経験者④ 

 できれば，代わりに言ってもらいたかったんですけど，裁判員から言ってもらっ

たほうが被告人としても真摯に受け止められるというか，その後のこともあるから

ということで，ああそうなんだと思って質問しました。 

○司会者 

 質問はしにくいですか。 

○裁判員等経験者④ 

 はい，しにくかったですね。 

○野口裁判官 

 いや，上手だったですよ。 

○裁判員等経験者③ 

 やっぱり，さっきのお話じゃないですけど，慣れない場所，しかも傍聴の側では

ないので，慣れない場所にやっとなれてきて，これから話合いをして量刑を決める

っていうときの質問だったので，聞きたいことはあるんですけど，聞く勇気がない

というか，それがみんなの意見でもあって，彼女に代表でということで。 

○司会者 

 ああ，そうですか。やっぱり，同じような聞きにくい感じなんですかね。 

○裁判員等経験者② 

 聞きにくいっていうか，でも，これは聞いときたいなという気持ちがありました

ので，聞かなきゃいけないだろうと。 

○司会者 

 実際，１回質問をしてみると，幾らでもできるようになっちゃうんですけどね。 

○裁判員等経験者② 

 何しろ，まず，もちろん初めてですし，多分お仕事によっては人前で話す機会が

多い方もあるかと思うんですけど，そうじゃない方は，まず人前でしゃべること自

体がストレスになると思います。そういう意味では，やはりちょっと勇気が要る。
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ただ，やっぱりせっかく裁判員になって，聞きたいことがあって，こういう機会を

与えられたら，きちんと聞いてみようという気持ちで聞かせてもらったというのが

正直なところです。 

○司会者 

 ①番の方はいかがですか。 

○裁判員等経験者① 

 そうですね。やっぱり，第一声を発するまではどきどき，手に汗握り。 

○司会者 

 もう随分，証人尋問も含めて機会が，まあ証人尋問だけですかね，証人尋問の機

会がたくさんあったので，皆さん，活発に質問はされたんでしょうか。 

○裁判員等経験者① 

 全員されましたね。やっぱり聞きたいことがあって，そのために全員で質問しよ

うと。 

○司会者 

 証拠調べに関して，何か当事者の立場からお聞きになりたいところはありますか。 

○武藤検察官 

 被告人質問とか証人尋問になって，検察官は，被告人質問だと追及するっていう

感じが多かったと思うんですが，どういう意図で質問しているかというのは，聞い

ていらっしゃって，この検事，何を質問してるのか，よく分からないというような

場合はなかったでしょうか。 

 証人尋問も同じように，こちらの意図というか，聞いていて，こういうことを聞

きたいのかなっていうのが伝わってるかどうか，その辺をちょっと御意見いただけ

たらと思います。 

○司会者 

 いかがですか。どなたからでも結構です。 

○裁判員等経験者② 



－31－ 

 私のほうは特には違和感はなく，余りややこしいものでもなかったので，あとこ

ういうことを聞きたいかなというのを合図をしまして。 

○裁判員等経験者① 

 被告人が黙秘をしたんですけど，それに質問されてて，それは必要あるのかなっ

ていう。検察側の意図は私には分からないんですけど，それをする必要があるのか

なっていうのをずっと感じてました。 

○裁判員等経験者③ 

 放火に関しては，さっきの資料の話じゃないですけど，すごく，私たち一般市民

に分かりやすく質問もしてらっしゃったようには聞いてましたし，砕いて話をして

らっしゃるんだろうなというふうには思って聞いてましたので，理解はできました

よね。 

○裁判員等経験者④ 

 はい。質問の意図もよく分かりましたが，書面にないことを聞かれていたので，

そういう情報も知り得る必要があるんだなということで，もらっている資料ではな

い情報もあるんだってメモを書きながら聞いてました。 

○中﨑弁護士 

 私のほうも証人尋問と被告人質問について伺いたいんですけれども，恐らく証人

尋問と被告人質問などが終わった後に，その内容を紙に起こしたものを見るという

機会は判決を下す前はなかったかと思うんですけれども，一度聞いて，その内容を

理解するために，もうちょっとこういうふうにしてほしかったなというところがあ

ったりであるとか，あとこうしてもらったのでよく理解できたであるとか，そうい

う点があればお教え願いたいんですけれども。 

○司会者 

 被告人質問や証人尋問をお聞きになった後で，それの記憶喚起というか，どんな

話だったかっていうことを確認する方法として，どんなことをやっておられたか，

もし差し支えなければ。特に，その記憶喚起するまでもなかったという方は，それ
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でもいいんですけれども。 

○裁判員等経験者① 

 評議になって，もう一遍繰り返し，あそこはどうだったかなっていうときは，マ

イクで拾ってるのが全部出るんで，あれを見て，こういうとき，どう言われたかな

っていうのはやってました。 

○司会者 

 録音してるものがありますから，それを再生して，この部分ということで再生す

るわけですね。 

○裁判員等経験者① 

 録音が全部字になって，それで全部。 

○司会者 

 ほかの方はいかがですか，何か。大体，あのときどんな話だったかなっていうよ

うなことは，まず，お互いにお話になるんでしょう。こんなこと言ってたんじゃな

いのって。そこで大体，分からなければＤＶＤに戻るという感じですかね。 

○野口裁判官 

 ②番さんから④番さんの事件では録画したのは，見直しはなかったですね。 

○裁判員等経験者② 

 文書の方ですね。 

○野口裁判官 

 被害者の供述調書は部分的にちょっとだけ確認したことはありましたね。 

○裁判員等経験者② 

 もう一回，ちょっと確認しようかということはありました。 

○司会者 

 調書のほうは，もう直しようがないからしょうがないんですけど，公判でのお話

のほうは，場合によっては，その質問をうまく工夫すれば，そういうふうに後で振

り返りをしなくても済むような方法があるのかなという，今そういう質問ですよね。 
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○中﨑弁護士 

 はい。 

○司会者 

 こういう工夫をしてもらったらよかったのではないかということはありますか。

大体うまくやってたっていうことですか。 

○裁判員等経験者② 

 別の質問されたことで，こちらにも，そうなのかなと思うところが出てくるって

いうのがありますので，多分質問されることによって，こっちもいろいろ考えて，

これはどうだったのかっていうふうに協議によっては異なってきましたので。 

 事件内容にもよるとは思うんですけれども，特に内容についての争点はなくて，

言ってみれば感情の動きを私たちは読んでいって，どうしてここまでなってしまっ

たのかなっていうのを読み解いていくような事件でしたので，少ない資料って言っ

たらおかしいんですが，検察側からのものは本当に事実関係をずっと並べた資料で

すね。それもそれで，それに至る背景を自分たちが想像していかなきゃいけない。 

 そのときに被告人の質問は，ある程度はできたんですけども，被害者の方の質問

ができなかったということで，本当に想像の域だけで，みんなで協議していたって

いうのがありましたので，そこの辺は一つ物足りないままで判決っていうところが

ありましたので，それはちょっと被害者の方が出たくないということがあったので，

これも仕方ないよねということでは，自分の中では納得させようと思いましたけれ

ども。なかなか難しいところです。 

【評議について】 

○司会者 

 そうですね。判決がよかったかどうか，後々まで悩まれたっていう方もいらっし

ゃるし，今の御発言でも，これでよかったのかなと思うようなところもあったとい

うようなこともありますし，せっかく自分たちで考えたのにひっくり返ってどうか

という御発言もあったんですけど，その評議について，評議の内容はなかなか秘密
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に当たることですから，お話しいただくわけにはいかないんですけど，評議のやり

方，こういう工夫をすると，もっと評議をしやすいんじゃないかとか，そういう御

意見がもしあったら伺っておくと後々の役に立つと思うんですけど，その辺はいか

がですか。 

 率直に言って，話しやすい雰囲気だったかどうかとか，恐らく①番の方の事件な

んかは長いスパンがあるんで，話しやすいも何もないというか，そういう問題はな

かったと思うんですけどもね。 

○裁判員等経験者① 

 そうですね。でも，すごく，みんなが意見を出し合って，裁判長や裁判官にも一

生懸命サポートしてもらいながら，私たちも意見を酌み取ってもらって，すごく話

しやすいというか，意見を出しやすい場でした。 

○司会者 

 なるほどね。ほかの方はいかがですか。その評議の雰囲気というか。 

○裁判員等経験者③ 

 悪い雰囲気ではなかったと思います。すごく活発でしたし，部屋に帰れば，すぐ

にその話みたいな感じで一日中やっていました。 

○司会者 

 恐らく，放火の事件は量刑の問題ですよね，評議の対象は，基本的な。 

○裁判員等経験者③ 

 被告人の反省がどうって疑ったところもあって，市民感情から出た，私たちはこ

のぐらいじゃないと思った量刑と，裁判所側から見せられた過去の判例っていうも

の・・・。 

○司会者 

 判例というか過去の量刑の資料ですね。 

○裁判員等経験者③ 

 はい。量刑というものを見せてもらってからまた話合いをたくさんして，みんな
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で納得をした判決だったとは思います。 

○司会者 

 ②番の方はいかがですか。②番の方も基本的には量刑の問題ですね。 

○裁判員等経験者② 

 量刑です。同じように過去のものを見させていただいて，やっぱり被告人の反省

の度合いをどう推し量るかとか，あとは話の中で出てきたのは，例えば執行猶予を

付けるかどうかっていう場合に，今出てきてどうなのか，何年か後に出てきた場合

はどうか，そういった被告人の将来のことも考えながら。 

 ただ，やっぱり，これはこの事件を見てください。きちんと考え方を，まずどこ

から取り掛かったらいいかっていうのが私たちは分からないのを，まずこういうと

ころから見てくださいっていうことは裁判長からはお話しいただいて，まずこの事

件のどれだけひどい事件かどうかを見ましょう。 

 それから，それに対して執行猶予とかを考える前に，それを考えた量刑，考えれ

ばどういうところをするかってところ，道筋，こういうふうにして考えていかれる

といいっていうのがありましたので，やっぱり何もないとこから，いきなり，さあ

何年ですかというふうに私たちは考えれないので，そういう道筋をきちんと示して

いただいて，こういうところを考えていきましょうというふうに言っていただいた

ので，そういう意味では考え方の筋道ができて分かりやすかったです。 

 ただ，どうしても量刑のところになると，やはり裁判員もそれぞれ背景も違う人

たちが集まっているので，すんなり，すぱっと，じゃあ何年っていうふうには，な

かなかならないっていう流れでした。 

○司会者 

 そのあたりは，検察官がそういう筋道っていうのは示してくれないんですか。 

○裁判員等経験者② 

 というか，考え方の持っていき方っていうとおかしいんですけれども，私たち，

どうしてもずっと全部をぱっと見せられると，その人の感情とかが入っちゃうんで
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すよね。どれだけ憎いと思ってやったのかっていうところが入ってしまうんですけ

ども，まず，そのやった事実を見ましょうというふうに言われたので，確かにそう，

やった事実を見ると，こんなひどいことをやったんだよねって，それがどのぐらい

のひどさなのか，それをまず考えて，なぜそれに至ったかというところを考えてい

くというふうに，順序立てて整理がついたので，そういう意味では量刑に対する考

え方にしても，自分の中で整理をつけながら，これほどひどい事件がある，それを

やってしまった被告人の心情はどうだったかっていうふうに順序立てて考えられた

というのはよかったと思います。 

○司会者 

 ①番の方は結構評議を長くおやりになったと思いますけれども，評議のやり方，

全体を通じて，何かここは改めたほうがいいっていうようなところがもしありまし

たら伺っておきたいんですけれども。裁判官がしゃべり過ぎだとかですね。 

○裁判員等経験者① 

 いや，そんなことは全然思わないです。量刑をもっと知る必要があるのかなと思

います。結局，私の場合は強盗殺人で有罪になった事件で無期か死刑っていう話を

聞いて，まず有罪か無罪かを決める。そこまででいいんじゃないかと思いますね。 

○司会者 

 なるほどね。しかし，実際には評議されたんですよね。 

○裁判員等経験者① 

 しました。 

○司会者 

 その過程で何か，ここをこうしたほうがいいとか，こんなのはやめてほしいとか，

感じられたことがありますか。 

○裁判員等経験者① 

 永山基準というのをぽんと出されたんですけど，これがあって，これに沿うんだ

ったら，これのままでいいのではないかということになるので，永山基準のどうの
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こうのじゃなくて，この事件に対して判決したほうが，私やその周りの裁判員が決

めるようにしたほうがいいのではないかと思います。まあ基準があったらあったで

いいのかもしれないですけどね。永山基準ってぽんと出されたら，ああそうなのか

なと普通の人は思うのではないでしょうか。 

○司会者 

 なるほどね。そういうのも含めて，そこからの評議だと思うんですけどね。 

○裁判員等経験者① 

 まあ，そう言われればそうですけど。 

○司会者 

 実際には，そういう話をされているのではないですか。 

○裁判員等経験者① 

 もちろん，しましたけど・・・。 

【裁判が終わってから】 

○司会者 

 その後のこと，裁判員のお仕事を終わられた後のことを伺いたいのですけれど，

①番の方が最初におっしゃった，その後のフォローの話ですけれども，具体的には

どういう希望をお持ちなんですか。 

○裁判員等経験者① 

 これは私の思いなんですけど，事件のときに被告人が黙秘したので，被告人の意

見というか話を聞きたかったんですね。高裁に上がったときに話をするというのを

聞いて，たまたま私の知り合いの記者から，高裁で審理が始まりますよっていうの

を聞いて，裁判所からは，そういうのは裁判員が終わったら一切連絡がないんだと

思った。裁判所もいっぱい事件があるんで，なかなか一個一個の事件に関わっては

いられないのかもしれないですけど，私は，その事件だけなんで，その事件が非常

に気になるんです。結局，高裁に行くにしても，今度は傍聴券を取らなくちゃいけ

ない。それは何か，おかしい，おかしくないのかもしれないけど，それをもうちょ
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っと便宜を図ってくれてもいいのかなと。見たくない人は見たくないでいいんです

けど，私は絶対，被告人がどんなことをしゃべるのか聞きたかったので，その辺の

便宜をもうちょっと図ってくれたらいいのになっていうのがありました。 

○司会者 

 ほかの方は何か，裁判後のことについて，こんなことがあったとか，御意見はな

いでしょうか。 

○裁判員等経験者② 

 それこそ，周りにみんな余り言っちゃいけないかなと思いながらも，でもやった

ということはおっしゃって結構ですということでしたので，なるべく経験しました

から，もし聞きたいことがありましたら，どうぞ聞いてくださいと，職場でも学校

の関係でもお話はしたんですけども，やはりなかなか関心がなくて，ああ，そうで

すかで終わっていたので，ちょっと残念。機会があったら，幾らでも経験はお話し

させていただきますというお話はしています。やはり関心が低かった。 

○司会者 

 御家族はいかがですか。 

○裁判員等経験者② 

 家族には必要最小限のことですけれども，話はさせてもらいましたけれども，裁

判員を経験した者が身近にいても自分は当たらないと思うみたいですね。大変だっ

たねで終わって，自分が当たったらどうしようっていう話にはならなかったのと，

やはり，みんな，当たらないものと思ってるんでしょうかね。大体，その関心の低

いのをどうしたらいいかなって思います。 

○司会者 

 どうしたらいいですかね。 

○裁判員等経験者② 

 機会があったら，しゃべりますよ。今度，高校でも，そういう話をする機会が来

年ありそうなので，早めに言っておこうかと思うんですけど，是非，特に子どもに
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は知ってもらいたいなと思っています。司法の道に行くわけではなくても関わるこ

とはある。最近のニュースを見ても，裁判の判決なんか見てると，やっぱり国民感

情を意識した判決かなとか，あと政府の何かいろいろなものを意識した判決かなと

いうものをちらちらと見聞きしたりすると，やはり私たち国民がちゃんとしっかり

意識して，司法にも目を向けていかなきゃいけないんじゃないかなっていうのをち

ょっと感じてるので，やはりみんなに知ってもらいたいなって感じました。機会が

あったら，何とか伝えていきたいなと思います。 

○裁判員等経験者③ 

 私は，終わってからも，あっ，本当にいるんだ，裁判員，って言われたんです。

結構言われて，しかもこんな近くに，あっ，いたんだみたいなことを言われました。

裁判員を経験したからっていうのもあるんでしょうけど，私たちの事件は控訴はさ

れてないのであれですけど，やっぱり裁判の後の元被告人がどうしてるのかなって

いうのはやっぱり気にはなるところで，お酒は本当にやめたのかなとか，面倒を見

るって言ったお母さんはまだ元気なのかなとか，そんなことはちらちらとは気にな

りますね。 

○司会者 

 その辺も①番の方の関心と共通するところが，あるいはあるのかもしれないんで

すけど。 

○裁判員等経験者③ 

 本当に情報がないので。 

○司会者 

 その辺の情報をどこまでお話しできるかっていうのは一つの課題でしょうね，裁

判所としても。検察庁も同じような立場になると思うんですけど，どこまで情報を

出せるかと。 

○武藤検察官 

 裁判員の方に対しては，直接的な接点がありませんので，裁判所を通じてという
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形にはなるかと思います。 

○司会者 

 ④番の方，先ほど大分後，悩まれたというか苦しまれたようなことをおっしゃっ

たので，そこが気になるんですけども，何か裁判所としてできることがありますで

しょうか。 

○裁判員等経験者④ 

 周りが本当に誰も興味がなかったんですよ。興味がないというか，裁判員のこと

を聞いちゃいけないんじゃないかっていうことが多くて，守秘義務なんでしょう，

だから聞かないわよっていうような雰囲気で，家でも，終わりだね，お疲れってい

うような感じで，何か余りしゃべる機会も，ぺらぺらしゃべることでもないので，

そうかと。でも，何か自分の中でしゃべりたかったので，今日，会えたんでちょっ

とほっとしてるんですが，会いたかったです，皆さんに。 

○司会者 

 本当に関心がないんですかね，皆さんね。御家族にはお話になったでしょうか，

どうなのか。 

○裁判員等経験者④ 

 余りしゃべってないです。でも，やりたいっていう人もいるので，やりたい人を

公募っていうか，募集してもいるんじゃないのか。職場にもいました。何で，おま

えが当たって俺は当たらないんだって言われてたので，何ででしょうって言って。 

○司会者 

 そうすると，今伺うと，何か話せば解消できるようなお話なんですかね。 

○裁判員等経験者④ 

 ああ，そうなんでしょう。 

○裁判員等経験者③ 

 本当に会ってないですもんね。 

○裁判員等経験者④ 
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 断酒会じゃないですけど，そういうことを経験した人がもう一回集まって，それ

についてしゃべるっていうのも何かしらのメンタルケアなのかなと。 

○司会者 

 なるほどね。分かりました。そういうことに裁判所がお手伝いできるかどうかは

一つの検討課題かなと思っています。 

報道関係の方で何か御質問等，もしあれば伺います。 

【報道機関からの質問】 

○司法記者クラブ記者 

 裁判員裁判を経験されて，よかったこと，悪かったこと。あと負担に思われたこ

とを，お話の中でも幾つか出てるかと思うんですけれども，できれば具体的に教え

ていただきたいということと，２点目は，経験をされて，裁判員制度の課題は，こ

うなのではないかと感じられたところを教えてください。 

○司会者 

 いずれも少しずつ出てきてる話ではありますが，どちらでも結構ですけど，どな

たからでも何か御発言があれば。まずは，よかったと思われる点はどうですか。 

○裁判員等経験者① 

 よかった，いい経験です。 

○司会者 

 それは，どの辺がいい経験だという印象を持たれたんですかね。 

○裁判員等経験者① 

 いい経験というのは，ふだんこういうことは絶対することはないので，いい経験

で人を裁くのかと言われたら，そうかもしれないですけど，いい経験としか言いよ

うがない。 

○司会者 

 例えば，今後の①番の方の人生に役に立つとか，そういう意味なんでしょうかね。 

○裁判員等経験者① 
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 それはどうですかね。会話にちょこっと出てくる。 

○司会者 

 あるいは裁判について少し知識が深まったとか。 

○裁判員等経験者① 

 裁判員っていう文字に反応するようになりました。 

○司会者 

 いかがですか。よかったと思う点。 

○裁判員等経験者④ 

 悪いことをすると，こういうふうな流れで裁かれるんだっていう流れが分かった

のと，抑止力ですかね，自分の中で。 

○司会者 

 自分はするのをやめようと。 

○裁判員等経験者④ 

 ええ。悪いことは駄目なんだっていう。 

○司会者 

 そういう話を伝えていただけるといいんですけどね。やっぱり，法廷に出てくる

被告人というのは結構，負担ですよね，あれは。苦しいですよね。 

○裁判員等経験者④ 

 ええ。あそこに立つのはちょっと嫌だなって。 

○司会者 

 よくなかったと思われる点，何かありますか。精神的に，あるいは経済的に。 

○裁判員等経験者③ 

 経済的というよりは，私は裁判自体，公判自体が３日間で，週末，土日を挟んで

評議，判決という予定だったんですけど，週末が入ったので気分転換ができたし，

ただ，私たちのメンバーはすごく活発だったというところもあるんでしょうけど，

ここにいる間，何をしてても休憩のはずが全然休憩じゃなくて，ずっと裁判につい
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ての話，被告人の話についての話，もちろん市民としての，放火だったので，隣に

こんな人がいたら嫌だよねみたいな話も含めて，被告人とか裁判とか事件とかって

いう話を一日中してたのは，かなり疲れましたよね。精神的には疲れました。 

○司会者 

 なるほどね。いかがですか。 

○裁判員等経験者② 

 そうですね。確かに疲れたというのもあったですけれども，本当にいい経験って

いう，本当にそのとおりだなと思って，いろいろ考えることができたり，もちろん

裁判員制度，あと日本の司法っていう制度について関心が高まってっていうのはも

ちろんありますし，そういう犯罪を犯してしまう人の心理とかっていうのを考えて

いくと，今子育て中の自分が子どもをどう育てていくべきか，そういう自分に置き

かえても考えたところがあって，そういう意味ですごく自分のためになったなとい

うのは思いました。 

○司会者 

 なるほど。よくなかった点は。 

○裁判員等経験者② 

 よくなかったとは，今のところ感じたことはないです。 

○司会者 

 悩んでらっしゃることは。 

○裁判員等経験者② 

 ただ，私の担当したものは，それほど悩みの大きいものではなかったですが，例

えば死刑判決を出すような裁判だったとき，どうだったかっていうふうに考えたと

きに，その人の生き死にを自分が決めていいんだろうかっていうのはやっぱり思う

し，もともと私は死刑制度っていうのはどうなのかなっていう疑問もあったりして

たので，一市民である私たちが人の生き死にを決めていいのかなという，そういう

のは多分，そういうのに当たったときはすごい葛藤なんだろうなと思いますし，そ
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の辺は，それこそ裁判員裁判だからとは限らずに，日本の司法制度っていうのはど

うなのかなっていうこともいろいろ，この機会で更に考えることができたとは思い

ます。 

○司会者 

 より参加しやすくするために，何かできることがあればというのは，冒頭からい

ろいろ伺ってるんですけど，重ねて何か，御提言があれば伺いたいんですけど。 

 皆さん，結構遠くから来られてる方もいらしたんじゃないかと思うんですが，そ

のあたりは仕方がないですかね。 

○裁判員等経験者① 

 そう言われると仕方がない。 

○野口裁判官 

 本当に朝早くから出発していただいて，夕方も終わってから家に帰られて，ある

いは食事をつくられる方もおられたりして，本当に大変な中，協力していただいた

なと。 

○司会者 

 東京を中心とした１００キロと，鳥取からの１００キロじゃ，意味が全然違うん

ですよね，時間，労力。そういう御苦労をされてもおつりは来るぐらい，いい経験

だったと。それは言い過ぎですか。 

○裁判員等経験者② 

 車で１時間ぐらいの距離だと，ふだん移動しているので負担はなかったですけど，

例えば列車の方なんかですと，自宅から駅までって考えると，相当掛かってたので

はと思います。それも大変なことだと。 

○司会者 

 大変でしたね。 

○裁判員等経験者③ 

 はい，西部からだったので。ちょうど雪がどうかなっていう時期でもあったので
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大変でした。 

○司会者 

 皆さん，例えば３日とか５日だったんですけど，もし審理の進行で，あと１日追

加するとか，あと２日追加するというようなことがあったときに対応できそうです

か。 

○裁判員等経験者④ 

 今更抜けられないでしょう。会社も国民の義務だから，どうぞという会社でした

ので。 

○司会者 

 今，皆さんの負担を考えて，かなりきつい日程を立てて，ぎりぎりとやったりし

てるところがあるんですけども，本当は，やっぱり裁判というのは，かなり流動的

な要素があるんで，始めてみたら，もう一日やらなきゃとか，そういうことも場合

によっては出てくるかもしれないんですよね。そういうことにどうやって対応して

いくかというのも，これからの課題だと思います。 

報道関係の方，ほかに御質問ないでしょうか。よろしいですか。 

 では，ほぼ予定の時間になりました。最後に何か，よろしいですか。 

○裁判員等経験者④ 

 女性が多かったので，それこそ男女平等にしてもらえばいい。番号で選ばれるの

で，たまたま男女比があって女性が多かった。年代的には若い人から年配の方まで

そろっていたんですけれど。 

○司会者 

 男女比は気になりますか。 

○裁判員等経験者④ 

 被告人の立場だったら気になるのではないのかなと思いますけどね。 

○司会者 

 ②番の方の事件はいかがですか。 
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○裁判員等経験者② 

 半々じゃなかったですかね。 

○司会者 

 ①番の方の事件は半々ぐらいですかね。本当，これ偶然なんですよね。私も随分

たくさんやりましたけども，ほとんど女性ばかりという事件の案件もありましたね。

場合によっては裁判所も検察官も女性のほうが多いっていうときもありますしね。

昔は男ばかりの社会で，被告人の女性が１人が入ってくるって事件もありましたし

ね。そう思うと，なかなか余り男女比というのは考えてもしょうがないのかなって

いう気がするんですけど。よろしいですか。 

 それでは，これで終わらせていただきたいと思います。どうも，長時間ありがと

うございました。 


